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23. グルテニン蛋白質遺伝子からみた日本小麦の特異性

〔要約〕小麦のグルテニ ンGlu-Dlf遺伝子は、世界的にみてきわめて稀な蛋白質遺伝子であるが、日本
の小麦品種に特異的に高頻度で存在し、世界的にみて品質的に大きく異なる 日本小麦の特異性を示す も

のである。 その理由と して、始祖効果およ び瓶首効果によるものと考えられる。
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［背景・ねらい］

製パンや製麺などの重要な品質 ・加工特性に関連する、コ ムギの種子貯蔵タンパク質の分析とその遺伝

変異の解析に より、日本のコムギ品種の遺伝的 ・品質的特徴を明らかに し、 今後のコムギ育種の参考と

なる研究情報を得る目的で、コムギ種子貯蔵タンパク質 ・グルテニン遺伝子の遺伝変異を明らかにする。

［成果の概要•特徴］

I. グルテニ ン蛋白質遺伝子 Glu-Dlfは、パン文化圏である欧米品種のみならず、めん文化圏であるアジ

ア品種も含む世界の小麦品種にはほとんどみられない、きわめて稀なグルテニン蛋白質遺伝子である

（表 l)。

2. この稀なグルテニン蛋白質遺伝子 Glu-Dlfは、小麦粉の生地物性を弱くするので、パン物性には不適

でうどんに適すると言われている蛋白質逍伝子である。中国品種ではわずか 1.8%の低頻度で存在する

に過ぎないが、日本の小麦品種に特異的に高頻度で存在し、その頻度は改良品種で 35.[%、在来種で

は25.3%である （表 l)。

3. Glu-Dlf遺伝子は、日本小麦品種を特徴づける重要なグルテニ ンの蛋白質遺伝子であり 、同じ軟質小

麦の中でも特に日本のうどんは中国のめんと比べても品質的に異なるので、日本小麦が世界的にみて

品質的に大きく異なる特異性を示すものである。

4. Glu-Al ,Bl ,DJ迫伝子座における高分子墨 ・グルテニン蛋白質の遺伝子構成は、中国品種で 29種類と

幅広い逍伝変異を示すが、日本品種はわずか 17種類のみであり 、日本小麦の遺伝変異は狭濫である

（表2)。

5. グルテニン Glu-Dlf辿伝子が、日本品種に特異的に高頻度で存在すること 、および中国小麦遺伝資源

の幅広い造伝変異と比べた日本小麦の追伝的基盤の狭陵化は、中国から日本への小麦伝播時における

限られた育種母材 ・辿伝資源による 「始祖効果』および限られた一部のグルテニン追伝子源の磁入に

よる 『瓶首効果』と考えられる。

［成果の活用面・留意点］

l. 世界の小麦遺伝資源をさらに広範に探索 ・導入 ・評価して、新たなグルテニン遺伝子の導入により 、

日本小麦品種の遺伝的基盤を、大幅に拡大する ことが重要である。
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［具体的データ］

表 1 中国品種274点・日本在来種174点および農林改良品種131点における各グルテニン遺伝子の保有頻度（％）

主なゲルテニン遺伝子 サ7''ュニット 中国品種 日本在来種 改良 品種 世界の平均値

Glu-Ala 1 5. 2 4. 6 12. 2 25.6 

Glu-Alb 2* 14.4 8. 6 13. 7 69. 2 

Clu-Alc Null 80.4 86. 8 74. 1 5. 2 

Glu-Blb 7+8 71. 9 94. 1 83. 2 8.4 

Clu-Blc 7+9 8. 1 1. 2 12. 9 52. 1 

Clu-Bli 17+18 0. 7 1. 2 0. 8 32.2 

Clu-Dla 2+12 84. 6 70. 1 55. 0 41. 9 

GI u-IJJd 5+10 10. 5 3. 4 1. 5 58. 1 

Glu-Dlf 145kIJa+l2 1.8 25. 3 35.1 稀

｀ 
表2 中国および日本品種における高分子量グルテニン・サブユニット(HMW-GS)構成の遺伝変異の違い

Glu-Al, Bl, DIの HMW-GS構成

遺伝変異
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